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サターンバレーでは、アンドーナッツ博士やアップルキッドが待っていた。
「そういえば、サターンバレーでどせいさんたちの力を借りて、スペーストンネルってヤツ
を作るとか言っていたっけ……」
ジェフが思い出したようにつぶやく。それに答えるようにアンドーナッツ博士がうしろに
ある大きな乗り物を指差した。よく見るとそれは、どせいさんの体の形にそっくりで……。
「スペーストンネル2じやよ。瞬間移動装置じや。ギーグのデータを入力することによって、
ヤツの居所を突き止めてくれるのじや!」
「でも、2つて?1はどうしたの?壊れちやったの?」
ポーラの素朴な疑問に、博士が眉をしかめて答えた。
「初期型は、服を着たブタに盗まれてしまったんじや……
「服を着たブタって、もしかして、ポーキーのことかな?
勘のいいジェフが、ぼくにこっそり耳うちする。とたんに、ポーラが笑い転げた。
「あはははは、服を着たブタ?ポーキーのことよ。そうに決まってるわ!」
「ポーキー?ポーキーとは誰のことだ?」

